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「晴」が 18 地域で最多  首都圏・近畿圏中心部は晴天を維持  中部圏は全域で弱含み雨空 

東京カンテイ プレスリリース / 中古マンション価格天気図               2026年 6月 30日 

東 北 、 九 州 ・ 沖 縄 エ リ ア は 弱 含 み  札 幌 市 と 福 岡 市 は最 高 値 を 連 続 更 新 

2026年 5月度 中古マンション価格天気図 

調査概要 

福島 

全国の天気概況 
5 月は「晴」が 21→18 地域に減少したものの最多を維持した。
「雨」は 2→5地域に増加、「曇」は 5→12地域に増加、「薄日」
は 12→9 地域に減少、「小雨」は 7→3 地域に減少した。全国
で天候が改善した地域数は 6→5 地域に減少、横ばいは 32→
26地域に減少、悪化は 9→16地域に増加した。47都道府県
のうち前月比価格が下落した地域数は25→23地域に減少、前
年同月比では 8→10 地域に増加した。全国 47 都道府県のう
ち、8割弱の地域で前年の価格水準を上回っている。 
5月は首都圏や近畿圏の中心部で晴天を維持したが、中部圏は
全域で価格が下落し愛知県・静岡県・三重県の天気が悪化して
いる。地方主要4道県は宮城県と広島県の価格が続落し、宮城
県が「晴」→「薄日」、広島県が「薄日」→「曇」にそれぞれ悪化し
た。地方圏では東北や九州・沖縄エリアの一部で弱含み、雨模
様の地域が増加している。 



  

都道府県別 中古マンション 70㎡換算価格の推移 
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［三大都市圏］ 
首都圏は前月比＋1.9％の7,360万円となった。東京都
＋1.4％、神奈川県＋0.5％、埼玉県＋2.3％、千葉県
＋2.1％と全域で上昇した。  
近畿圏は前月比＋2.0％の3,551万円となった。中心部
は大阪府＋2.6％、兵庫県＋1.9％、京都府－4.4％、
郊外部では滋賀県＋1.3％、奈良県－1.6％、和歌山
県－5.9％とばらつきのある動きとなった。  
中部圏は前月比－0.6％の 2,314 万円で、愛知県  
－0.3％、静岡県－1.2％、岐阜県－3.1％、三重県 
－4.7％と全域で下落した。 
 

［地方主要 4道県］ 
北海道は前月比＋4.7％の 2,533万円と 2 ヵ月ぶりに上
昇、札幌市は＋5.0％の 2,707 万円と 6 ヵ月連続で上
昇しともに最高値を更新した。前年同月比はそれぞれ
10％以上の大幅な伸びを示している。札幌市では中央区
（＋ 2.0％、3,062 万円）の上昇に加え、北区   
（＋15.4％、4,886 万円）と東区（＋12.5％、
3,450万円）の両区においても高い上昇率を示しており、
中心部での強含みが確認された。  
宮城県は前月比－1.2％の 2,538 万円、仙台市は  
－1.3％の2,601万円といずれも2ヵ月連続で下落した。
2026 年 3 月に最高値を更新して以降は上値が重い状
況が続いている。前年同月比はそれぞれ＋5％前後の水
準であり、前月と比較すると上昇率は鈍化している。仙台
市では中心部の青葉区（－2.2％、2,749 万円）や宮
城野区（－0.6％、2,507 万円）の下落に加え、太白
区や泉区でも下落している。  
広島県は前月比－1.0％の 2,466 万円と 3 ヵ月連続で
下落、広島市は－1.5％の 2,614 万円と 2 ヵ月ぶりに下
落した。前年同月比はともに－1.8％とマイナスに振れた。
広島市では中区（－1.5％、3,507 万円）、東区 
（－3.7％、2,037 万円）、西区（－2.5％、2,179
万円）など中心部の下落が目立っている。また、県下では
中古流通が多く価格水準も比較的高い福山市    
（－1.6％、2,032万円）でも下落している。  
福岡県は前月比＋1.8％の 2,894 万円、福岡市は  
＋2.9％の 3,954 万円といずれも 10 ヵ月連続で上昇し
最高値を更新した。前年同月比は福岡県が＋15.6％、  
福岡市が＋20.9％とそれぞれ大きく上昇している。福岡
市では中心部の博多区（＋3.9％、3,528 万円）、中
央区（＋1.8％、5,547 万円）の上昇に加え、東区  
（＋2.7％、3,423 万円）、南区（＋2.4％、2,468
万円）など 7区全てで上昇し、市全体が強含んだ。 
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